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学　　年 教育課程名

70 単位時間

月 指導時数

通
年

令和８年度(2026年度)　都立墨東特別支援学校 年間指導計画 肢体不自由教育部門

目標・ねらい

(1)生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けるとともに，我が国の言語文化に対する理解を深
めることができるようにする。

(2)深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばすとともに，創造的に考える力を養い，他者との関わりの中で伝え合
う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりすることができるようにする。

(3) 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我が国の言語文化の
担い手としての自覚を深め，言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。

教科等名 文学国語 学習グループ名 高⑤

学　　部 高等部 第３学年 準ずる教育課程

担当教職員
＊学校介護職員

年間授業時数

使用教科書 文学国語（数研出版）

単元（題材）名 主な学習内容 指導上の工夫

4 ・ひよこの眼 5

・本文を三つの部分（時間）に分け、それぞれの部分（時間）はど
こからどこまでかを確認する。
・「私」はどのような人物だと考えられるか、本文の出来事を踏まえ
てまとめる。

5 ・クリーム 7

・「十八歳のときに経験した奇妙な出来事」を二つに分けてまとめ
る。                                                     　 ・「人生のクリーム」と
は、どのようなものかを考える。

6

7

・野火 8

・「私」の行く先々で上がる「野火」は、「私」にどのような心情をい
だかせたか、場面を区切ってまとめる。
・極限状態の中であらわにされる人間性について考え、「よりよく
生きる」とはどのようなことかを捉える。

・赤い繭 6

・本文を三つに分けて、「おれ」が置かれている状況をそれぞれま
とめる。
・この作品に込められた寓意は、どのようなものかを考える。

9

10

・檸檬 8

・「私」は「檸檬」をどのように感じているかを本文に沿ってまとめ
る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・「第二のアイディ
ア」からは、「私」のどのような願望がうかがえるかを考える。

・舞姫 8

・豊太郎の置かれている状況を四つに分け、それぞれの時期で
豊太郎が望んでいた生き方をまとめる。
・豊太郎の「弱くふびんなる心」は、彼のどのような生き方に表れ
ているかを考える。

3 ・掟の門前 4
・「門番」の人物像をまとめる。
・「男」の「一つの問い」が、「これまでのあらゆることが凝結」した問
いと表現されているのはなぜかを考える。

11

2

12

1

・舞姫 8
・エリスの豊太郎に対する心情変化をまとめる。
・この作品は豊太郎の回想手記の形式をとっているが、豊太郎が
手記を書いたのはなぜかを考える。

・件

・プリントやワークシートを活用す
る。
・語句や語彙の構造や特色、類義
語や対義語などを、辞書を使用し
て理解させる。
・ＩＣＴ機器を効果的に活用する。

4
・「私」の心情の変化を時系列に沿って整理する。
・人々にとって「件」は、どのような存在だったかを考える。

・藤野先生 5

・藤野先生が「私」に行った指導についてまとめる。
・「私」の考えは、何によってどのように変わったのかを考える。
・現在の「私」にとって、藤野先生はどのような存在かを整理する。

・父帰る 7

・登場人物や読者は、「父」についてどのような情報を持っている
かをまとめる。
・「父」が家出をしてからの家族の生活状況はどのようなもので
あったかを整理する。



学　　年 教育課程名

70 単位時間

月 指導時数

通
年

令和8年度(2026年度)　都立墨東特別支援学校 年間指導計画 肢体不自由教育部門

目標・ねらい

(1)論理的に書いたり、批判的に読んだりするための基礎的な知識や技能を身に付ける。

(2)あるテーマについて、論理的に自分の考えを表現する。

(3)自主的に自分の考えを表現しようとする姿勢を養う。

教科等名 論理国語 学習グループ名 高⑤

学　　部 高等部 第３学年 準ずる教育課程

担当教職員
＊学校介護職員

年間授業時数

使用教科書 新編　論理国語（大修館）

単元（題材）名 主な学習内容 指導上の工夫

4

自己を見つめて
・探究する力
・補助線を引きながら
考える

6

・筆者の問題意識をとらえ、主張を読み取る。
・読み取ったことをふまえて、自分の将来について考えを深
める。

・単元に入る前に漢字プリントで出
てくる漢字の意味などを確認して
から読解に入る。
・比喩などの文章表現に着目して
筆者の考えを読み取る。

・対比構造など図示したり、グラフ
などの資料を参照したりすること
で、視覚的に筆者の主張を捉え
る。

・主張、本論、結論の構成を意識し
て文章読解、論述に取り組めるよう
にする。

・ワークシートを用いて、スモールス
テップで学習を進める。

・タブレット端末を活用して資料を
提示する。現代を考える

・政治の本質
・「である」ことと「する」
こと

6

・筆者の主張をふまえて、現代社会についての考え
を深める。
・発想のしかたや論理の展開に注意して、筆者の主
張を読み取る。
・対比の役割を意識して本文を読み、筆者の主張を

11

問いを深めて書く
・問いを立てて書こう
・文章を読んで書こう
・統計資料を読んで
書こう 14

・テーマをもとに問いを立てて小論文を書く。
・抽象的なテーマから問いを立てる方法を身につけ
る。
・課題文から小論文で取りあげる論点を的確に見い
だす。
・課題文の主旨を的確にとらえ、それに対する自分の
主張を書く。
・統計資料から小論文で取りあげる論点を的確に見
いだす。

未来に目を向けて
・人口減少社会の到
来
・未来の地図帳
・エネルギー耕作型
文明への転換
・豊かさとつながり

7

社会に向かって
・志望先への提出書
類 6

・進路で必要とされる書類についての概要を知り、そ
れぞれの目的をつかむ。
・必要な情報を集め、それらを適切に結びつけて、相
手の印象に残る志望理由書を書く。

14

・筆者の主張と、それを支える根拠の関係を吟味す
る。
・論の展開のしかたや具体例の役割について考え
る。
・論理の展開や比喩的な表現の意図をとらえる。

5

6

思考を深める
・和の思想、間の文化
・ミロのヴィーナス

9

10

社会に向かって
・自己推薦書を書こう

6

・自分を客観的に見つめ、材料を膨らませて、説得力
のある自己推薦書を書く。

視点を変えて
・人類の進化から考え
る「心」の誕生
・ロボットに心はあるか
・クオリアと心

7

・複数の文章を比較・分析しながら読み、考えを深め
る。
・問題提起と答えの関係を的確にとらえ、自分の考え
をもつ。
・具体例と主張の関係をとらえ、自分の意見をもつ。
・独特の概念や筆者の主張を的確にとらえ、自分の

・日本社会や世界が抱える課題に関心をもち、考えを
広げたり深めたりする。
・さまざまな資料を参照しながら文章を読み、筆者の
考えをとらえる。
・本文中の数値や地図を的確に読み取り、筆者の主
張をつかむ。
・対比の役割に注意して筆者の主張を的確につか
み、自分の考えをもつ。
・論理の展開に注意して筆者の主張を的確につか
み、自分の考えをもつ。

3

11

2

12

1



学　　年 教育課程名

70 単位時間

月 指導時数

通
年

4

令和８年度(2026年度)　都立墨東特別支援学校 年間指導計画 肢体不自由教育部門

目標・ねらい

(1)　これまでの学習の総まとめとして、文法事項を新ためて確認する。

(2)　学習したことをもとに、場面に応じ自分で適切な表現を考え、話したり書いたりすることができる。

(3)　英語によるインタラクションを取り入れ、生徒が積極的に英語で発言・思考することができる。

教科等名 論理表現Ⅰ 学習グループ名 高⑤

学　　部 高等部 第３学年 準ずる教育課程

担当教職員
＊学校介護職員

年間授業時数

使用教科書 MY WAY　Logic  and Expression Ⅰ

単元（題材）名 主な学習内容 指導上の工夫

4
introduction

Lesson1
7

classroom English　英語の文の構造
be動詞・一般動詞の現在形

5
Lesson 2
Lesson 3

8
現在進行形・過去進行形
未来表現・基本自制のまとめ

6

7

Lesson 3
Lesson 4

6
未来表現・基本自制のまとめ
現在完了形・現在完了進行形

Lesson 4
パラグラフ・ライティン

グ
5

現在完了形・現在完了進行形
主題に沿ったワンパラグラフの文を書く

9

10

Lesson 5 8
助動詞・受動態
スピーチで考えや意見を表現する

Lesson 6 10
様々な不定詞の使い方
プレゼンテーション

3

11

2

12

1

ALTとの会話 英語圏の文化や事情について話す

classroom Englishを多く取り入れ、
自然に使える英表現を増やすよう
にする。
関係詞や仮定法など、１，２、年で
十分に時間を取れなかった文法項
目に時間をかける。

6 比較表現

Lesson 7 8
動名詞・分詞の後置修飾・分詞構文
ディスカッション

Lesson 8

Lesson 9,10 12

関係代名詞
関係副詞
仮定法
ディベート



学　　年 教育課程名

105 単位時間

月 指導時数

通
年

1
第15章 恐慌と第二次世界大
戦　　　　　　　　　　　　第16章
現代の世界と日本

10 ○第二次世界大戦　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○
占領下の改革と主権の回復、55年体制と高度経済成長

2 第16章 現代の世界と日本　現
代日本の課題の探究 8 ○現代の情勢　・自ら主題を設定し、日本史を探究する

3 現代日本の課題の探究 8 ・自ら主題を設定し、日本史を探究する

11
第12章 近代国家の成立　　第
13章 近代国家の展開と国際
関係

10
○明治維新、立憲国家の成立　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○
大陸政策の展開、第一次世界大戦と日本、ワシントン体制

12 第14章 近代の産業と生活　第
15章 恐慌と第二次世界大戦 10 ○近代産業の発展、近代の文化、市民生活の変容と大衆文化　　　　　○

恐慌の時代、軍部の台頭

10 ○江戸幕府の成立、江戸初期の外交と文化、幕政の安定、経済の発展、
元禄文化

10 第10章 幕藩体制の動揺　　第
11章 近世から現代へ 10 ○幕政の改革と宝暦・天明期の文化、江戸幕府の衰退、化政文化　　　○

開国とその影響、幕府の滅亡と新政府の発足

単元（題材）名 主な学習内容 指導上の工夫

4 第１章 日本文化のあけぼの
第2章 古墳とヤマト政権 9 ○文化の始まり、農耕の開始　○古墳文化の展開、飛鳥の朝廷

・考古学史料や文字史料を用いて
それぞれの信憑性を吟味しなが
ら、歴史的事実に迫る歴史学の手
法を理解するとともに、自らも身近
な資料をもとに探究する。
・図表などの資料を活用し、その時
代の特徴を総合的に考察し、理解
できるようにする。
・各種資料を分析し、時代ごとの政
権の発展や対外関係ついて多面
的に考察できるようにする。
・身につけてきた歴史的な思考力
を文章で表現できるようにする。

5 第3章 律令国家の形成
第4章 貴族政治の展開

7 第7章 武家社会の成長
第8章 近世の幕開け 10 ○室町幕府の成立、下剋上の社会、室町文化、戦国の動乱

○天下人の登場、豊臣政権と桃山文化

9 第9章 幕藩体制の成立と展開

10 ○律令国家への道、平城京の時代、律令国家の文化、律令国家の変容
○摂関政治、国風文化、荘園の発達と武士団の成長

6 第5章 院政と武士の進出
第6章 武家政権の成立 10 ○院政の始まり、院政と平氏政権　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○

鎌倉幕府の成立と展開、モンゴル襲来と幕府の衰退、鎌倉文化

担当教職員
＊学校介護職員

年間授業時数

使用教科書 高校日本史（山川）

教科等名 日本史探究 学習グループ名 高⑤

目標・ねらい

(1)我が国の歴史の展開を諸資料に基づき、地理的条件や世界の歴史と関連付けながら理解する。

(2)我が国の伝統や文化の特色について、広い視野から考察する。

(3)歴史的思考力を培い、国際社会に主体的に生きる日本国民としての自覚と資質を養う。

令和８年度(2026年度)　都立墨東特別支援学校 年間指導計画 肢体不自由教育部門

学　　部 高等部 第３学年 準ずる教育課程



学　　年 教育課程名

105 単位時間

月 指導時数

通
年

・衛星画像や模式図、分布図、景
観写真など、様々な資料を活用す
る。

・情報機器を積極的に活用しなが
ら、正しい情報を読み解く力も身に
付けられるように、検証する時間も
とる。

・気候については、模式図と分布
図を対比しながら読み解く。

・社会的事象の地理的な見方・考
え方を働かせ。課題を追求したり
活動したりする活動を取り入れる。

・地理的技能を身につけ、活用す
ることで考察する力がつくようにす
る。

10 １、地域区分

第２章　現代世界の
諸地域

10
１、中国　２、韓国　３、ASEAN諸地域　４、インド
５、西アジアと中央アジア　６、北アフリカとサハラ以南
アフリカ

10
７、EU諸国　８、ロシア　９、アメリカ合衆国
１０、ラテンアメリカ　１１、オーストラリアとニュージーラ
ンド

3
第３部
第１章　持続可能な
国土像の探求

5
１、将来の国土の在り方
２、持続可能な日本の国土像の探求

11

2

12

1

第５章　生活文化、民
族・宗教

10
１、衣食住　２、民族・宗教と民族問題
３、国家の領域と領土問題

第２部
第１章　現代世界の
地域区分

9

10

第３章　交通・通信と
観光、貿易

10
１、交通・通信　２、観光
３、貿易と経済圏

第４章　人口、村落・
都市

10
１、人口　２、人口問題　３、村落と都市
４、都市・居住問題

7

第２章　資源と産業 10
１、農林水産業　２、食料問題
３、エネルギー・鉱産資源

10
４、資源・エネルギー問題　５、工業
６、第３次産業

5 10
２、気候　３、日本の自然環境
４、地球環境問題

6

単元（題材）名 主な学習内容 指導上の工夫

4
第１部
第１章　自然環境

10
序、地球環境と人間
１、地形

担当教職員
＊学校介護職員

年間授業時数

使用教科書 新詳地理探究（帝国書院）

令和８年度(2026年度)　都立墨東特別支援学校 年間指導計画 肢体不自由教育部門

目標・ねらい

(1)地形，気候，生態系などに関わる諸事象をもとに，それらの事象の，地球環境問題の現状や要因，解決に向けた取り組みなど
について理解する。
(2)地形，気候，生態系などに関わる諸事象について，場所の特徴や自然および社会的条件との関わりなどに着目して，多面的・
多角的に考察する。

(3)自然環境について，よりよい社会の実現を視野にそこでみられる課題を主体的に追究しようとする。

教科等名 地理探究 学習グループ名 高⑤

学　　部 高等部 第３学年 準ずる教育課程



学　　年 教育課程名

105 単位時間

月 指導時数

通
年

1

第17章 第二次世界大戦と新
しい国際秩序の形成

第18章 冷戦と第三世界の台
頭

10
○世界恐慌とヴェルサイユ体制の破壊、第二次世界大戦、新しい国際秩
序の形成　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○
冷戦の展開、第三世界の台頭とキューバ危機、冷戦体制の動揺

2 第19章 冷戦の終結と今日の
世界 8 ○産業構造の変容、冷戦の終結、今日の世界、現代文明の諸相

3 地球世界の課題の探究 8 自ら主題を設定し、世界史を探究する

11

第13章 イギリスの優位と欧米
国民国家の形成〜

第15章 帝国主義とアジアの民
族運動

10

○アメリカ合衆国の発展、19世紀欧米文化の展開と市民文化の繁栄
○西アジア地域の変容、南アジア・東南アジアの植民地化、東アジアの
激動　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○
第2次産業革命と帝国主義

12

第15章 帝国主義とアジアの民
族運動

第16章 第一次世界大戦と世
界の変容

10
○世界再分割と列強の対立、アジア諸国の変革と民族運動　　　　　　　○
第一次世界大戦とロシア革命、ヴェルサイユ体制下の欧米諸国、アジア・
アフリカ地域の民族運動

10

○オスマン帝国とサファヴィー朝、ムガル帝国の興隆、清代の中国と隣接
諸地域　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○ル
ネサンス、宗教改革、主権国家体制の成立、オランダ・イギリス・フランスの
台頭、北欧・東欧の動向、科学革命と啓蒙思想

10

第12章 産業革命と環大西洋
革命

第13章 イギリスの優位と欧米
国民国家の形成

10
○産業革命、アメリカ合衆国の独立と発展、フランス革命とナポレオンの
支配、中南米諸国の独立　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○
ウィーン体制と政治・社会の変動、列強体制の動揺とヨーロッパの再編成

単元（題材）名 主な学習内容 指導上の工夫

4

第1章 文明の成立と古代文明
の特質

第2章 中央ユーラシアと東ア
ジア世界

9

○文明の誕生、古代オリエント文明とその周辺、南アジアの古代文明、中
国の古代文明、南北アメリカ文明　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○中
央ユーラシア、秦・漢帝国、北方民族の活動と中国の分裂、東アジア文化
圏の形成

・日本と世界の歴史的つながりを考
察することにより、世界史学習にお
ける異文化理解の重要性を探究す
る。
・地理的特質を踏まえ、その土地の
文明の盛衰、人々の活動を理解で
きるようにする。
・地図や写真などの各種資料を適
切に活用し、時代や場所ごとの関
係性を考察できるようにする。
・身につけてきた歴史的な思考力
を文章で表せるようにする。

5

第3章 南アジア世界と東南ア
ジア世界の展開

第4章 西アジアと地中海周辺
の国家形成

7
第8章 東アジア世界の展開と

モンゴル帝国
第9章 大交易・大交流の時代

10
○西ヨーロッパ世界の変容、中世文化　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○
宋とアジア諸地域の自立化、モンゴルの大帝国化　　　　　　　　　　　　○
アジア交易世界の興隆、ヨーロッパの海洋進出 アメリカ大陸の変容

9

第10章 アジアの諸帝国の繁
栄

第11章 近世ヨーロッパ世界の
動向

10

○仏教の成立と南アジアの統一国家、インド古典文化とヒンドゥー教の定
義、東南アジア世界の形成と展開　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　○
イラン諸国家の興亡とイラン文明、ギリシア世界、ローマと地中海支配、キ
リスト教の成立と発展

6

第5章 イスラーム教の成立と
ヨーロッパ世界の形成〜

第7章 ヨーロッパ世界の変容と
展開

10
○アラブの大征服とカリフ政権の成立、ヨーロッパ世界の形成　　　　　　○
イスラーム教の諸地域への伝播、西アジアの動向　　　　　　　　　　　　○西
ヨーロッパの封建社会、東ヨーロッパ世界

担当教職員
＊学校介護職員

橋口拓未

年間授業時数

使用教科書 高校世界史（山川）

教科等名 世界史探究 学習グループ名 高⑤

目標・ねらい

(1)世界の歴史の大きな枠組みと展開を諸資料に基づき、地理的条件や日本の歴史と関連付けながら理解する。

(2)文化の多様性・複合性と現代世界の特質を、広い視野から考察する。

(3)歴史的思考力を培い、国際社会に主体的に生きる日本国民としての自覚と資質を養う。

令和８年度(2026年度)　都立墨東特別支援学校 年間指導計画 肢体不自由教育部門

学　　部 高等部 第３学年 準ずる教育課程



学　　年 教育課程名

35 単位時間

月 指導時数

通
年

70

令和８年度(2026年度)　都立墨東特別支援学校 年間指導計画 肢体不自由教育部門

目標・ねらい

(1)共生社会を構築する人材としての、社会生活や職業生活に必要な基本的能力や態度及び望ましい勤労観、職業
観を育成する。

(2)我が国の産業の発展とそれがもたらした社会の変化について考察する。

(3)将来の生き方や進路について考え、その実現に向けた計画を作成する。

教科等名 産業社会と人間 学習グループ名 高⑤

学　　部 高等部 第３学年 準ずる教育課程

担当教職員
＊学校介護職員

年間授業時数

使用教科書 実践　産業社会と人間（実務出版）

単元（題材）名 主な学習内容 指導上の工夫

・インターネットやタブレット端末等
を活用する。
・定期的に個別に面談をして、生
徒自身の考え、悩みを聞き出して
指導に活かす。
・各新聞社の発行している高校生
向けのワークシートを活用する。

・問題演習を通して学習した内容
の定着を図る。

・自分自身の進路について、調べ物をしたり、調べた
ことを文にしてまとめたりすることを通して考えを深め
る。

・新聞記事を通して、社会で何が起きているかを知
り、自分自身の考えを持つ。

・ビジネス実務マナー検定３級の内容について学習
する。

進路について

社会問題について

ビジネススキル、コミュ
ニケーション



学　　年 教育課程名

70 単位時間

月 指導時数

通
年

70

令和７年度(2026年度)　都立墨東特別支援学校 年間指導計画 肢体不自由教育部門

目標・ねらい

（１）自然と人間生活との関わり及び科学技術についての理解を深める。

（２）観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。

（３）自然の現象に主体的に関わり科学的に探究しようとする態度を養う。

教科等名 化学基礎 学習グループ名 高⑤

学　　部 高等部 第３学年 準ずる教育課程

担当教職員
＊学校介護職員

年間授業時数

使用教科書 新編　化学基礎（数研出版）

単元（題材）名 主な学習内容 指導上の工夫

4 物質の構成 7 混合物と純物質、物質の三態と熱運動

5 物質の構成粒子 8 原子とその構造、イオン、元素の周期表

6

7

粒子の結合 12
イオン結合とイオンからなる物質
分子と共有結合、共有結合の結晶
金属結合と金属

9

10

物質の変化 15

原子量・分子量・式量
物質量
溶液の濃度
化学反応式と物質量

3 化学が拓く未来 4
物質の特徴や化学変化と暮らしを支える技術とのつ
ながり

11

2

12

酸と塩基の反応 14

酸化還元反応 10

1

・映像や模型などを使い、化学変
化のイメージをもちやすくする。

・実験や観察を多く取り入れること
で、興味・関心を高め、体験をしな
がら学習に取り組めるようにする。

・日常生活と化学のつながりにつ
いて、扱うようにし、学習意欲を高
める。

酸・塩基
水の電離と水溶液のｐH
中和反応と塩
中和滴定

酸化と還元
酸化剤と還元剤
金属の酸化還元反応
酸化還元反応の利用



学　　年 教育課程名

105 単位時間

月 指導時数

通
年

令和８年度(2026年度)　都立墨東特別支援学校 年間指導計画 肢体不自由教育部門

目標・ねらい

(1)オリンピックやパラリンピックに関連付けながらスポーツや身体活動への意欲や関心を高めていく。

(2)個々の実態に応じた課題やルール設定を行うとともに、話し合いの場面を設定する。

(3)目的に向けた主体的な過程を称賛し、身体活動の楽しさを実感させ生涯スポーツへの意識を高める

教科等名 保健体育（体育） 学習グループ名 高⑤

学　　部 高等部 第３学年 準ずる教育課程

年間授業時数

使用教科書 新高等保健体育（大修館書店）

担当教職員
＊学校介護職員

5

6

単元（題材）名 主な学習内容 指導上の工夫

4
体つくり運動
球技「ボッチャ」

6
体つくり運動
球技「ボッチャ」

9

10

水泳 10 泳法の学習やリラクゼーションを行う。

7

16
武道「剣道」
（スポーツチャンバラ）

3

11

2

12

1

体つくり運動
自己のねらいに応じた実生活に生かす運動の計画と
実践

・様々な動きのストレッチを行い、
自身の体に関心を向けられるよう
にする。
・体育祭に向けての見通しがもてる
ように自身が出場する種目や日程
の確認を行う。
・自身の記録の変化が分かるように
する。
・泳法の学習では、それぞれの泳
法の特徴を学習し理解してから実
技を行うようにする。
安全に留意し、浮き具などを活用
しながら行う。
・武道では、相手を尊重し、伝統的
な行動の仕方を守り、安全に配慮
しながら粘り強く取り組む態度を養
う。
・仲間と戦略を立てるように促す。
試合終了後に得点や戦術につい
て確認を行う。
・チームで話し合う時間を設ける。
試合では、フェアプレーやスポーツ
マンシップにのっとったプレーを意
識させる。
・ゴロ卓球などでルールを簡易化し
て取り組みやすいようにする。

球技「ボッチャ」
陸上競技
体育祭種目練習

12
陸上競技についての知識を深め興味や関心がある
種目を選び、記録を計測する。体育祭に向けて競技
のルールを理解したり周囲と協力して競技を行う。

基本的な動作、打突（面・小手・足など）練習や簡略
化したルールでの試合

球技「ハンドサッ
カー」

球技「卓球」

19

7

ルール説明、パス練習・シュート練習、試合

打撃練習や試合を通して、ボールの動きに合わせた
体幹や上肢の使い方を学習する。



学　　年 教育課程名

35 単位時間

月 指導時数

通
年

(2)繰り返しの活動により、活動内容に対して簡単な見通しをもつ。様々な環境で、それぞれの力や良さを発揮する力
を伸ばす。

(3)コミュニケーション・スキルや地域での活動に役立つ姿勢・態度を身に付ける。

令和８年度(2026年度)　都立墨東特別支援学校 年間指導計画 肢体不自由教育部門

目標・ねらい

教科等名 学習グループ名 高⑤

学　　部 高等部 第３学年 準ずる教育課程

総合的な探究の時間

(1)学校行事の事前学習・事後学習を、友達や先生と協力して行う。

担当教職員
＊学校介護職員

年間授業時数

使用教科書

単元（題材）名 主な学習内容 指導上の工夫

4 3

・学校行事の事前学習・事後学習
を、友達や先生と協力して行えるよ
うに、学習内容や場面を設定す
る。

・幅広い実態の生徒の中で、力を
発揮できるようにする。生徒自身が
学年の活動の準備や計画に携わ
れる場面を設定する

・様々な環境で、それぞれの力や
良さを発揮する力を伸ばせるように
個々の実態に応じて指導する。

○各活動の写真や動画を見て２学期を振り返る。
◆静かに写真やスライドの鑑賞ができる。

墨東祭事後学習
学期のまとめ

進路学習 3
〇卒業制作を行う。
◆卒業後の生活について考える。

3

新しい学年
新入生歓迎会

〇高等部の1年間の活動に見通しもって考え、学年
目標や係を決める。
◆年間の予定を知り、学年目標や係活動を決める。

7

○写真やスライドを見たり、簡単な体験をしたりする。
◆学期の学習について知り、学校生活に見通しをも
つ。
○体育祭の種目を知り、友達と発表し合う。
◆体育祭を通して、友達と協力する力を養う。
〇実習やオープンキャンパス等の計画・まとめ
◆進路を具体的にしてゆく。

学期のまとめ 3
○各活動の写真や動画を見て１学期を振り返る。
◆写真やスライドの鑑賞を行い、感想や意見を話す
ことができる。

5

6

学期の行事の確認
体育祭事前事後学習
進路学習

7

3 卒業 3
〇卒業式の練習を行う。
◆学校生活を振り返り、学んだことをまとめる。

11

2

12

1

学期の行事確認
墨東祭事前学習
進路学習 11

9

10

○写真やスライドを見たり、簡単な体験をしたりする。
◆学期の学習について知り、学校生活に見通しをも
つ。
○過去の写真やスライドを見て、墨東祭で行ったこと
を振り返る。
◆それぞれのグループが、できる活動を考えて行う。
○墨東祭準備を行う。
◆先生や友達と協力して活動する。

主権者教育
○模擬選挙を行い、仕組みを学ぶ。
◆選挙を通して社会を知る。

3



学　　年 教育課程名

35 単位時間

月 指導時数

通
年

行事にあたっては、学年のリー
ダー的存在として活動できるように
動機づけを行う。
自らルールを作成したり、順守した
りできるような活動を設ける。

3
〇舞台発表を映像で振り返る
◆それぞれの発表について評価、反省をする。

主権者教育 3
〇模擬選挙を行う。
◆生徒会選挙を通して選挙を知る。

1年間の振り返り 3
〇１年間の学校生活を振り返る。
◆スライドなどを見て一年間を振り返る。

3 卒業に向けて 2
〇卒業に向けての準備
◆卒業式練習

11

2

12

1

墨東祭に向けて 4
〇発表内容についての話し合い・役割決め、練習を行う。
◆役割をもって、仲間と協力して行事を成功させる。

墨東祭事後学習

9

10

伝統文化に触れよう 4
〇調べ学習を行う。
◆日本独自の伝統技術を体験する。

レクリエーション 4
〇レクリエーション
◆ルールのある遊びの中で、友達と競ったり、協力したりす
ることができる。

7

体育祭に向けて 2
〇体育祭の競技や応援練習など。
◆体育祭に向けて期待を高める。

体育祭事後学習 2
〇競技の様子を映像で振り返る
◆それぞれの活動について評価、反省をする。

5 レクリエーション 4

〇レクリエーション
◆ルールのある遊びの中で、友達と競ったり、協力したりす
ることができる。

6

単元（題材）名 主な学習内容 指導上の工夫

4
高等部３学年の生活に

ついて
新入生歓迎会

4

〇高３の一年間の予定確認。
◆高等部３学年の一年間の生活を知る。
〇新入生歓迎会のメッセージや出し物を考え練習する
◆新入生を迎える準備をし、上級生としての意識をもつ

担当教職員
＊学校介護職員

年間授業時数

使用教科書

令和８年度(2026年度)　都立墨東特別支援学校 年間指導計画 肢体不自由教育部門

目標・ねらい

(1)行事をはじめとして１年間の流れに見通しをもち活動する。

(2)学年の友達との様々な経験を通して学年集団の親睦と団結を図る。

(3)文化的な体験を通して、日常生活の楽しみ方を知る。

教科等名 特別活動 学習グループ名 高⑤

学　　部 高等部 第３学年 準ずる教育課程



学　　年 教育課程名

70 単位時間

月 指導時数

通
年

漢字演習、四字熟
語、ことわざ

漢字、四字熟語、ことわざ演習

・三色ボールペンを使用させ、文
中の重要な箇所、接続詞が使われ
ている箇所、内容が理解できな
かった箇所に線を引くことができる
ようにし、文章を整理しながら読む
ことができるようにする。

・空欄補充のワークシートを用意
し、登場人物の心情の変化やわか
る箇所や、物語のあらすじを整理
することができるようにする。

・適宜ICT機器等を使用し、作中に
出てきた事件や道具等を確認する
ことができるようにする。

・複数の詩歌を読み比べることで、
表現技法や比喩の効果への理解
を深められるようにする

評論文の読解演習 24

段落と段落のつながり
対比・対立
言い換え・同義
接続詞の空欄補充
筆者の主張と具体例

小説の読解演習 28
近現代の日本の文豪について
登場人物の心情の変化の描写の抜き出し
比喩表現の効果
物語の主題の読み取り

詩歌の読解演習 18
詩の技法や比喩表現
近現代を代表する歌人・俳人

3

11

2

12

1

9

10

7

5

6

単元（題材）名 主な学習内容 指導上の工夫

4

担当教職員
＊学校介護職員

年間授業時数

使用教科書 なし

令和8年度(2026年度)　都立墨東特別支援学校 年間指導計画 肢体不自由教育部門

目標・ねらい

(1)小説、評論を中心に、様々な文章を決められた時間内に読解する力を伸ばす。

(2)文章の主題や、筆者の主張について、自分なりの考えをもち、説明する力をもつ。

(3)主体的に文章を読み、演習課題に取り組もうとする。

教科等名 国語演習B 学習グループ名 高⑤

学　　部 高等部 第３学年 準ずる教育課程



学　　年 教育課程名

70 単位時間

月 指導時数

通
年

4ALTとの英会話 ネイティブスピーカーとの英会話

・英文読解を通じて基礎的な文法事項の
確認・読解に対してのプレゼンテーション
で該当文法事項を応用。　　　　　　　　・英
作文は短文の和文英訳から始め、数行の
まとまった文章を書けるようになるまで少し
ずつ量を増やしていく。　　　　　　　　　・教
員との精読を通じて、読解の際の構造を
確認、また実際の音声を体験して適切な
発音を用いて音読するようにする。

6
英文読解・英文作成　　　　　　　　　　　　　（原因・結
果の理解・比較）

17 Bats and Gloves
Instead of Bombs and
Guns           18
Brighten the World
in Your Corner

4
英文読解・英文作成　　　　　　　　　　　　　（展開と構
成、意見の展開）

19 Food Technology
20 Transforming Our
World

7
英文読解・英文作成　　　　　　　　　　　　　　（形式の
応用、資料作成・発表）

3 総復習 4 英文読解・作成のポイントの復習

11

2

12

1

13"Sazae-san and
Machiko Hasegawa"
14"A Lover of the
Slums of Ghana"

7
英文読解・英文作成　　　　　　　　　　　　（対比・対照・
例示の理解、名詞構文）

15"To Achieve
Gender Equality"
16"A World with No
Fish"

9

10

Lesson 9 & 10  Get
ready  Practice

7 英文読解：未知語への推測・事実と意見の区別

11"No Rain　No
Rainbow"       12
"Natto Saves People
in Need"

8
英文読解　　　　　　　　　　　　　　　　　（時間的順序、
関係代名詞which、文修飾副詞、問題解決）

7

Lesson 5 & 6  Get
ready  Practice

8 英文読解：つなぎの語句（対比・対照・列挙）

Lesson 7 & 8  Get
ready  Practice

3 英文読解：つなぎの語句（追加）、主題文と支持文

5
Lesson 3 & 4   Get
ready Practice

6 英文読解：つなぎの語句（例示・原因・結果）

6

単元（題材）名 主な学習内容 指導上の工夫

4
Lesson 1 & 2
Get ready  Practice

6 英文読解：句読法、意味のまとまり、指示語

担当教職員
＊学校介護職員

年間授業時数

使用教科書 Vivid English Communication Ⅲ （東京書籍）

令和８年度(2026年度)　都立墨東特別支援学校 年間指導計画 肢体不自由教育部門

目標・ねらい

(1)生徒個人に合う学習方法で４技能の向上を支援し、英語を用いて自らの言葉として発信をすることができる。

(2)応用的なリーディングスキルを身につけ論理的思考力を養成し、英語で自らの意見を表現することができる。

(3)卒業後も学習・就業の場、また身近な日常の場面で、英語を用いて情報収集・発信活動が出来る様になる。

教科等名 外国語演習C 学習グループ名 高⑤

学　　部 高等部 第３学年 準ずる教育課程



学　　年 教育課程名

35 単位時間

月 指導時数単元（題材）名 主な学習内容 指導上の工夫

担当教職員
＊学校介護職員

年間授業時数

使用教科書

通
年

自立活動 35 セルフストレッチ・筋力トレーニング
筋緊張の緩和や疲労回復、並びに関節の可動域の
維持・拡大を図るとともに、主体的に自らの身体の状
態を判断し、セルフメンテナンスを行おうとする姿勢を
育む。

座位、膝立ち、立位の取り組み
主に静的バランス力の向上を図る。

バランスボールやトランポリンを使った活動
体幹の強化並びにバランス力の向上を図る。

歩行訓練、階段昇降
主に動的バランス力の向上、並びに下肢筋力の維
持・強化を図る。

手指の操作性を高める活動
手指を用いた作業に対する作業性の向上を図る。

車いすの操作技術の向上、並びに安全に運行する
ための知識の取得
社会生活における行動範囲の拡大を目指す。

球技を中心としたレクレーション
生徒自身でルールを決め、それに従ってゲームを行
い、集団でのコミュニケーション力や企画力を高め
る。

スポーツテスト
握力・ボールの遠投・４分間走（ウオーク）などから可
能な活動を行い、計測する。

・生徒自身が主体的に身体の取り
組むために、体調などを確認する
中で、生徒と教員間で取り組むべ
きメニューを相談して決定してい
く。
・車いすの取り組みでは、校内並
びに学校周辺の歩道などを活用す
ることで、様々な環境下での走行を
体験する。

令和８年度(2026年度)　都立墨東特別支援学校 年間指導計画 肢体不自由教育部門

目標・ねらい

教科等名 学習グループ名 高⑤

学　　部 高等部 第３学年 準ずる教育課程

自立活動

(1)それぞれの生徒が持つ課題に応じ、身体機能や体力、手指の巧緻性などの向上をねらう。

(2)身体の緊張を抜き、リラックスして活動に取り組める状態を体得する。

(3)生徒が障害の状態や発達の段階に応じて自己の力を可能な限り発揮し、主体的に生活や学習環境の改善ができ
るようにする。


